
・
議
案
の
提
案
理
由�

　
説
明�

・
代
表
質
疑�

・
一
般
質
問�

１５
人�

７
人�

4
面�

3
面�

2
・
3
面�

・
議
案
の
審
査�

・
常
任
委
員
会
報
告�

・
討
論�

・
議
案
の
採
決�

・
意
見
書
の
採
決�

仙台�市議会たより�

1

第
四
回
定
例
会
の
日
程�

第
四
回
定
例
会
の
日
程�

１２/２�１２/６・９�１２/１０～１２�１２/１７� １２/１３� 「
杜
の
都
・
仙
台
」�

　「
学
都
・
仙
台
」の
発
信�

分
権
時
代
の
市
議
会
の
役
割�

　
｜
一
層
の
活
性
化
に
向
け
て
｜
�

一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
年

頃
、
仙
台
藩
士
が
作
り
始
め

た
と
い
わ
れ
、
自
然
な
ま
ま

の
趣
と
豊
か
な
色
彩
、
素
朴

な
形
が
優
し
い
温
も
り
を
伝

え
る
紙
製
の
玩
具
。
伝
統
的

に
虎
・
牛
・
馬
・
鳥
な
ど
が

作
製
さ
れ
て
い
る
。�

昭
和
の
初
め
、
東
北

工
芸
指
導
所
の
技
師
が

発
明
し
、
試
行
錯
誤
の

結
果
完
成
さ
れ
た
漆
器
。�

玉
虫
の
羽
の
よ
う
に

光
の
当
た
り
具
合
で
微

妙
に
色
や
艶
が
変
化
す

る
こ
と
か
ら
「
玉
虫
塗
」

の
名
が
生
ま
れ
た
。�

本
会
議�

本
会
議�

本
会
議�

常
任
委
員
会�

本
会
議�

補
正
予
算�

条
例
な
ど�

京
都
の
尾
形
乾
山
風

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
仙

台
古
来
の
焼
物
。�

堤
町
か
ら
台
原
に
産

す
る
陶
土
を
用
い
、
江

戸
時
代
元
禄
年
間
ご
ろ

に
開
窯
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
。�

け
ん
ざ
ん�

と
う
ど�

か
い
よ
う�

議

案

の

紹

介�

議

案

の

紹

介�

議
員
報
酬
減
額
措
置
の�

　
　
　
　
適
用
期
間
の
延
長�

　
本
市
議
会
で
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
と
本
市
及
び
他
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
の
給
与
の
改
定
措
置

等
を
考
慮
し
て
、
議
員
報
酬
の
減

額
措
置
の
適
用
期
間
を
平
成
十
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
を
決
定
し
、「
特
別
職
の
職
員

の
給
与
、
旅
費
、
費
用
弁
償
の
額

並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る

条
例
」
の
改
正
案
を
今
定
例
会
に

議
員
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
他
の
議
案
二
十
六
件
全
て
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。（
四
頁
の
賛
否
一

覧
表
を
参
照
）
以
下
、
成
立
し
た

議
案
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

�
�
�

○
一
般
会
計
補
正
予
算�

●
四
郎
丸
東
市
営
住
宅
建
設
費
、 

公
園
整
備
費
な
ど
約
二
億
六
千

万
円
の
追
加�

○
都
市
改
造
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算�

●
駅
東
第
二
地
区
事
業
費
一
億
二

千
万
円
の
追
加�

○
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算�

●
秋
保
温
泉
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の

運
転
管
理
等
業
務
委
託
に
つ
い

て
九
千
六
百
万
円
の
債
務
負
担

行
為
の
設
定�

��

○
福
室
児
童
館
及
び
福
室
市
民
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の�

○
市
立
病
院
の
非
紹
介
患
者
初
診

加
算
料
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、

入
院
に
よ
り
診
療
を
受
け
る
場

合
に
係
る
使
用
料
の
納
期
を
変

更
す
る
等
の
も
の�

○
水
の
森
高
齢
者
福
祉
施
設
等
用

地
造
成
工
事
及
び
北
四
番
丁
大

衡
線
（
荒
巻
本
沢
工
区
）
道
路

用
地
造
成
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の�

○
知
的
障
害
者
授
産
施
設
を
建
設

す
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
貸

し
付
け
る
用
地
を
取
得
す
る
も
の�

○（
仮
称
）
鶴
ヶ
城
公
園
用
地
を
取

得
す
る
も
の�

○
若
林
区
二
木
の
一
部
を
若
林
区

三
本
塚
に
す
る
も
の�

○
市
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
改
定
し
、
三
月
期
の
期
末

手
当
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

給
料
月
額
等
の
減
額
措
置
の
適

用
期
間
を
延
長
す
る
も
の�

○
職
員
の
給
料
等
の
額
及
び
期
末

手
当
等
の
支
給
割
合
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、
三
月
期
の
期
末

手
当
等
を
廃
止
す
る
も
の�

し
っ�

し
ん
し�

せ
い�

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。�
�
�
�
�
�
�昨

年
は
、
Ｗ
杯
イ
タ
リ
ア
代
表

チ
ー
ム
の
仙
台
キ
ャ
ン
プ
、
東
北

大
学
出
身
の
田
中
耕
一
氏
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
、
米
国
の
学
会
で
の

西
澤
潤
一
賞
の
創
設
等
が
「
杜
の

都
・
仙
台
」
、「
学
都
・
仙
台
」
を

国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

仙
台
市
民
を
大
い
に
勇
気
づ
け
て

く
れ
ま
し
た
。�

そ
の
一
方
で
、
低
迷
す
る
経
済
・

雇
用
情
勢
や
厳
し
い
税
財
政
環
境

な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
引

き
続
き
予
断
を
許
さ
ず
、
本
年
は

こ
う
し
た
状
況
が
幾
分
で
も
克
服

さ
れ
、
ま
た
、
世
界
平
和
と
社
会

経
済
の
安
定
に
向
け
た
、
新
た
な

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

�
�
��
�本

市
議
会
は
、
地
方
分
権
の
一

層
の
進
展
の
た
め
の
地
方
議
会
の

重
要
性
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
厳

し
い
現
状
を
打
開
し
て
未
来
を
切

り
拓
く
た
め
、
政
策
立
案
等
の
議

会
活
動
を
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、

広
報
・
広
聴
機
能
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
を

基
本
と
し
た
市
政
運
営
、
市
政
発

展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

�
�
�
�
�
�本

市
議
会
は
、
一
昨
年
、
現
在

の
議
員
定
数
六
十
四
人
を
六
十
人

と
す
る
定
数
条
例
を
議
員
提
案
に

よ
り
制
定
し
、
本
年
五
月
か
ら
議

員
は
六
十
人
に
減
り
ま
す
。�

我
々
議
員
一
同
は
、
決
意
を
新

た
に
し
て
本
市
が
抱
え
る
諸
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
叱

正
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。�

�
�
�

� 議
会
の
意
気
込
み�


